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チェンジャブルタイプの革バンドには簡単に着脱可能なバネ棒を使用しております。下
記方法により交換していただくことができます。
バネ棒は通常使用時に外れることを防ぐため少し固くなっておりますので、交換してい
ただく際には爪の割れなどに十分ご注意ください。

チェンジャブルタイプの革バンド交換方法

図１3. 取付けの際は、取り外す時と逆の操作をします。革バ
　 ンド左側のバネ棒をケース足部の穴に差し込み、レバー  
　 を内側に引きながらもう片方を押し込みます。カチッ
　 と音がするまでバンドを少し動かしてください。バン
　 ドを少し引っ張り外れなければ問題ございません。

図 2 ①

②

2. レバーを①矢印の方向に引きながら、バンドを②矢印の
　 方向にずらしていただくと革バンドが外れます。(図２)

1. 時計を裏向きにします。革バンドの付け根部分にバネ
　 棒のレバーがあります。(図１)

※バネ棒がきちんとケースの穴に入っていない場合、革バ
　ンドが外れ時計本体が落下するおそれがありますので、
　十分ご注意ください。

バネ棒レバー

チェンジャブルタイプのバックル交換方法

バンドには小さな部品を使用しておりますので、小
さなお子様がいる場合には手の届かない場所に置い
ていただくなど取扱いには十分ご注意ください。

バックル付きの革バンドを裏向きにすると、バック
ルの付け根部分にバネ棒のレバーがあります。(図１)

レバーを①矢印の方向に引きながら、バックルを②矢印 
の方向にずらしていただくとバックルが外れます。(図２)

定革

遊革

バックル

取付けの際は、取り外す時と逆の操作をします。革バ
ンド左側のバネ棒をバックル足部の穴に差し込みレ
バーを内側に引きながらもう片方を押し込みます。カ
チッと音がするまでバンドを少し動かしてください。
バンドを少し引っ張り外れなければ問題ございません。

①

②
※バックルは定革側に、時計は遊革側の位置になるよう
　取付けてください。

バネ棒レバー

図１

図２

※バンド単体で保管される際、遊革が取れやすくなって 
　おりますので無くさないように十分ご注意ください。

※革の特性上、革が馴染むまで取付けが難しい場合があります。

1.

2.

3.
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クロノ 1/5 秒針、クロノ分針が０時位置に戻ります。
（クロノグラフゼロリセット）
クロノグラフをリセットした後や、電池交換した後など、クロノ各針が０時位置に戻ら
ないときにこの手順を実行してください。
1. リューズを２段引き出します。
2.Ａボタンを２秒間押し続けますとクロノ分針が１回転します。この状態で B ボタンを 
　押してクロノ分針を０時位置に合わせます。
3. もう一度Ａボタンを２秒間押し続けますとクロノ 1/5 秒針が１回転します。この状態
　でBボタンを押してクロノ 1/5 秒針を０時位置に合わせます。
4. クロノ分針、クロノ 1/5 秒針が０時位置に戻ったら、リューズを押し込みます。

◎ソーラー３針デー・デイトモデル

時針 分針

日付
曜日

7
リューズ

秒針

（時刻の合わせ方）
リューズを２段引き出します。
リューズをまわし、午前と午後を間違えないようにして
時刻を合わせます。
合わせ終わりましたらリューズを押し込みます。
（日付、曜日の合わせ方）
リューズを 1段引き出します。
リューズをまわして日付を合わせます。
左にまわすと、日付が切り替わります。
右にまわすと、曜日が切り替わります。
合わせ終わりましたらリューズを押し込みます。
※午後９時～午前４時３０分までの間に日付、曜日を合
　わせると、次の日に変わらない場合があります。

SUN

クロノ秒針、クロノ分針が０時位置に戻ります。
（クロノグラフゼロリセット）
クロノグラフをリセットした後や、電池交換した後など、クロノ各針が０時位置に戻ら
ないときにこの手順を実行してください。
1. リューズを２段引き出します。
2. ＡボタンまたはBボタンを押してクロノ秒針、クロノ分針を０時位置に合わせます。
※クロノ秒針、クロノ分針は連動して動きます。
3. クロノ秒針、クロノ分針が０時位置に戻ったら、リューズを押し込みます。

（時刻の合わせ方）
リューズを２段引き出します。リューズをまわして時刻
を合わせます。合わせ終わりましたらリューズを押し込
みます。
※24時間針の午前・午後を間違えないように合わせてください。
（日付の合わせ方）
リューズを１段引き出します。リューズを反時計まわり
にまわして日付を合わせます。合わせ終わりましたら
リューズを押し込みます。
※午後９時～午前２時までの間に日付を合わせると、次
　の日に変わらない場合があります。
（クロノグラフの使い方）
このクロノグラフは 1 秒刻みで最大 29 分 59 秒まで計
測できます。30分になりますと自動的に止まります。
1. A ボタンを押してクロノグラフをスタートします。
2. クロノグラフは A ボタンを押す毎にスタート／ス　
　トップを繰り返すことができます。
3. B ボタンを押すと、クロノグラフがリセットされ

ソーラークロノグラフモデル② 【充電残量表示付き】

充電残量表示

ソーラークロノグラフモデル① 【充電残量表示なし】

ソーラークロノグラフモデル③

充電残量 十分 少ない半分

表示
クロノ秒針の位置

（使用可能日数）（約90日以上） （約 30日以下）（約 30-90 日）
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※上図は目安としてお使いください。

（充電残量表示機能の使い方）
ソーラー充電で得られた充電残量を表示して確認することができます。
1. クロノグラフがリセットされているか確認し 
　 てください。
2.ボタンBを2秒以上長押しします。
3.クロノ秒針が「充電残量」を表示します。
4.クロノ秒針は自動的に0時位置に戻ります。
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【 メモ 】

（※ソーラークロノグラフモデル②を除く）
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